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【手続補正書】
【提出日】令和3年1月28日(2021.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射物品の製造方法であって、
　ａ）反射基板の主表面に防曇組成物を塗布する工程であって、前記防曇組成物は、防曇
剤および液体担体を含み、前記防曇組成物の総重量に基づいて約１０重量％～約３０重量
％の固形分を有する、工程と、
　ｂ）前記反射基板を約１２０°Ｆ～約３２５°Ｆの温度に乾燥期間の間加熱する工程と
、
を含み、前記液体担体はヒドロキシル含有成分を含む、反射物品の製造方法。
【請求項２】
　前記防曇剤が、ポリシロキサン、ウレタン含有化合物、およびそれらのブレンドから選
択される、請求項１に記載の反射物品の製造方法。
【請求項３】
　前記液体担体が、さらに水を含む、請求項１または２に記載の反射物品の製造方法。
【請求項４】
　工程ｂ）の温度が、約２７５°Ｆ～約３１０°Ｆの範囲であり、前記乾燥期間が、約１
５分～約２５分にわたる、請求項１～３のいずれか一項に記載の反射物品の製造方法。
【請求項５】
　前記ヒドロキシル含有成分が、メタノールを含む、請求項１～４のいずれか一項に記載
の反射物品の製造方法。
【請求項６】
　前記ヒドロキシル含有成分が、エタノールを含む、請求項１～５のいずれか一項に記載
の反射物品の製造方法。
【請求項７】
　前記ヒドロキシル含有成分が、ジアセトンアルコールとエタノールのブレンドであり、
前記ジアセトンアルコールとエタノールが、約１：１～約１０：１の範囲の重量比で存在
する、請求項１～６のいずれか一項に記載の反射物品の製造方法。
【請求項８】
　前記ヒドロキシル含有成分が、前記防曇組成物の総重量に基づいて約６０重量％～約８
０重量％の範囲の量で存在する、請求項１～７のいずれか一項に記載の反射物品の製造方
法。　
【請求項９】
　前記反射基板の主表面が、無機ガラスを含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の反
射物品の製造方法。
【請求項１０】
　工程ａ）の前に、前記反射基板の主表面が、液体プライマー組成物で前処理され、前記
液体プライマー組成物が、水、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、および２－ブトキシエタノ
ールを含むか、イソプロパノールを含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の反射物品
の製造方法。
【請求項１１】
　前記防曇組成物が、工程ａ）において噴霧塗布により塗布され、前記噴霧塗布が、約３
０ｐｓｉ～約６０ｐｓｉの範囲の噴霧空気圧で操作される、請求項１～１０のいずれか一
項に記載の反射物品の製造方法。
【請求項１２】
　反射物品の製造方法であって、
　ａ）反射基板の主表面に防曇組成物を噴霧塗布する工程であって、前記防曇組成物は、
防曇剤、シリカ、および液体担体を含み、前記液体担体は、メタノール、エタノール、お
よびジアセトンアルコールを含むヒドロキシル含有成分を含む、工程と、　
　ｂ）前記反射基板を高温に加熱して、前記液体担体の少なくとも一部を前記反射基板の
主表面から蒸発させる工程と、
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を含み、前記ヒドロキシ含有成分は、前記防曇組成物の総重量に基づいて約６０重量％～
約８０重量％の範囲の量で存在する、反射物品の製造方法。
【請求項１３】
　前記メタノールと前記エタノールが、約１：５～約１５：１の範囲のヒドロキシル含有
化合物およびケトン含有化合物の重量比で存在する、請求項１２に記載の反射物品の製造
方法。　
【請求項１４】
　前記防曇組成物が、前記防曇組成物の総重量に基づいて約５重量％～約２０重量％の範
囲の量の水をさらに含み、前記防曇剤が、ポリシロキサン、ウレタン含有化合物、および
それらのブレンドから選択される、請求項１２または１３に記載の反射物品の製造方法。
【請求項１５】
　前記ジアセトンアルコールが、前記防曇組成物の総重量に基づいて約１重量％～約１０
重量％の範囲の量で存在する、請求項１２～１４のいずれか一項に記載の反射物品の製造
方法。　
【請求項１６】
　前記ケトン含有成分が、１－メトキシ－２－プロパノールであり、前記１－メトキシ－
２－プロパノールが、前記防曇組成物の総重量に基づいて約３５重量％～約５５重量％範
囲の量で存在する、請求項１２～１５のいずれか一項に記載の反射物品の製造方法。
【請求項１７】
　防曇ミラーであって、
　第２の主表面の反対側の第１の主表面を含む反射基板であって、前記反射基板は、下面
と反対側の上面を有するガラス層を含み、それにより前記反射基板の第１の主表面は前記
ガラス層の上面を含む、反射基板と、
　防曇組成物を含む防曇コーティングと、
を含み、前記防曇コーティングは、約０．５ｇ／ｆｔ２～約２．０ｇ／ｆｔ２の範囲の量
で前記反射基板の第１の主表面に適用され、前記防曇コーティングは、約１００％の固形
分を有する、防曇ミラー。
【請求項１８】
　前記ガラス層が、ケイ酸塩ガラスで形成されている、請求項１７に記載の防曇ミラー。
【請求項１９】
　ガラス基板に噴霧塗布するための組成物であって、
　防曇剤と、シリカと、液体担体と、を含み、前記液体担体は、アルコール成分と、ケト
ン化合物と、芳香族化合物と、を含み、前記防曇コーティング組成物は、前記防曇コーテ
ィング組成物の総重量に基づいて約１５重量％～約３０重量％の範囲の固形分を有し、前
記アルコール成分は、メタノール、エタノール、ブタノール、二酢酸アルコール、および
１－メトキシ－２－プロパノールのうちの少なくとも１つを含む、組成物。
【請求項２０】
　前記アルコール成分が、メタノール、二酢酸アルコールおよび１－メトキシ－２－プロ
パノールを含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記アルコール成分が、エタノールを含む、請求項１９または２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　ガラス基板に噴霧塗布するための組成物であって、
　防曇剤と、シリカと、液体担体と、を含み、前記液体担体は、アルコール成分と、芳香
族化合物と、を含み、前記防曇コーティング組成物は、前記防曇コーティング組成物の総
重量に基づいて約１５重量％～約３０重量％の範囲の固形分を有し、前記アルコール成分
は、メタノール、エタノール、ブタノール、二酢酸アルコール、および１－メトキシ－２
－プロパノールのうちの少なくとも１つを含む、組成物。
【請求項２３】
　前記アルコール成分が、メタノール、二酢酸アルコールおよび１－メトキシ－２－プロ
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パノールを含む、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記アルコール成分が、エタノールを含む、請求項２２または２３に記載の組成物。
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